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あとがき 

◆『キリスト教学研究室紀要』第９号第１集をお届けいたします。京都大学キリスト教学

専修（研究室）刊行の「研究室紀要」も、２０１３年度の創刊から、今回で第９号第１集

を迎えました。紀要第９号第１集を無事に刊行できたことについて、執筆者、そして編集

担当者に心から感謝申し上げたい。 

◆京都大学のキリスト教学研究室は、教員と大学院生を中心に構成された研究者の研究共

同体として運営されているが、この「研究室紀要」は、キリスト教学研究室の研究内容を

広く公開するとともに、所属の大学院生に論文などの執筆機会を提供することを目的とし

ており、今回で第９号を迎えました。今回は、今年の２月頃より世界的に広範に拡大した

新型コロナウイルス感染への対応などの理由で、第８号への投稿が間に合わなかった研究

室メンバーのために、第９号を第１集と第２集の二つに分け、第１集を例年より半年早め

に刊行することになりました。第２集は例年通り、年度末３月に刊行の予定です。 

査読体制の確立など、創刊当初からの懸案事項が存在するものの、当面は、大学院生の

研究論文、研究ノート、書評に加え、教員（常勤と非常勤）や課程終了者による研究論文

を掲載することによって、研究論集としての十分な水準が確保されるよう心がけたい。 

◆研究室の関係の諸先輩のこの４月以降の動向であるが、次の３名が２０２０年４月より、

大学に就職された。須藤英幸（東京基督教大学）、堀川敏寛（東洋英和女学院大学）、洪

伊杓（山梨英和大学）。また、９月より、金香花さんは、安徽省黄山学院で日本語教育を

担当している。おめでとうございます。なお、この４月より、今出敏彦さんは八戸工業大

学から聖学院大学人文学部へ、鬼頭葉子さんは長野工業高等専門学校から同志社大学文学

部へ移動となりました。それぞれの場でのご活躍をお祈りいたします。 

◆本紀要は、研究室のホームページ、あるいは京都大学学術情報リポジトリにおける公開

を中心としており、基本的には電子ジャーナルとして企画されている。一定部数の印刷製

本も行われるが、それは必要最小限のものとなる。電子ジャーナルとすることによって、

キリスト教学研究室の研究活動が研究室外の方々に広く知っていただけるならば、幸いで

ある。 

 

２０２０年１０月                    キリスト教学専修・教授 

芦名定道 
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